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霊地栽培のブドウに発生したナミハダニの被害
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1　は　じ　め　に

青森県におけるブドウ栽培は　ヰヤンベル・7－リー’

の露地無袋栽培が主休であり，これまでハダニ規の発生は

なく．防除対象害虫ではなかった。

しかし，1994年に津軽地方の主力作付け品種である‘ス

チューベン’の生育中の糞や収穫後の果房内にハダニ類の

寄生が見られた。その後も．年次変動はあるものの多発生

する園地もみられ，生産現場から防除対策が要望されるよ

うになった。そこで，防除法を作出するために寄生種の特

定と被害様相を明らかにすることにした。

2　試　験　方　法

（1）試験場所二三戸部五戸町扇田　畑作園芸試験場（現

青森県りんご試験場県南果樹センター）五戸は場及び生産

地の　ヰヤンベル・アーリノ　と‘スチューベン’のそれ

ぞれ7園地計14園地

（2）栽培法：改良マンソン仕立て，無袋栽培

（3）調査法

1）糞の被害と寄生状況

a．主産地の発生状況

1997年8月上～中旬に各品種の任意の着果枝を10校選定

し，下位から5枚日の葉を採取した。肉眼で被害状況を観

察した後，実体顕微鏡下で卵数及び幼成虫数を計数した。

表1現地圃場における発生確認（1997年）

b．品種別発生状況

1997年10月17日に場内の　ヰヤンベル・7－リー’，‘竜

宝■，‘ノースレッド■，‘ノースブラック’，‘ポートランド，

▲スチユーベンー　の任意の着果枝を5－20枝選定し．すべ

ての葉について寄生を肉眼で計数した。

2）果房への寄生

1997年10月17日に場内から‘キャンベル・アーリー

lスチューベン，を101房採取し，解体して寄生数を計数し

た。

（4）発生種の同定

1997年10月17日に場内‘スチューベン，から採取したハ

ダニ類をインゲン（品種：ケンタッキーワンダー）に接種

し，20℃，L：D＝16：8で飼育した。

3　試験結果及び考察

（1）葉の被害と寄生状況

主産地における発生状況は　ヰヤンベル・アーリー’で

は寄生が認められなかった。‘スチューベンー　では1葉あ

たり0．1から21．0東の寄生であったが，寄生葉には変形や

変色などの外観上の変化はみられなかった（表1）。

各品種における寄生枝率は‘スチューベン’．‘竜宝，は

100％，リースレッド，ソースブラック’，‘ポートラン

ド　は40～70％，◆キャンベル・7－リー’は0％であっ

た。寄生数は‘スチューベン▼　＞‘竜宝’＞‘ノースプ
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ラック’＞　ソースレッド　＞‘ポートランド　となった。

寄生が見られた品種では寄生による着果枝及び葉の変形や

変色は見られなかった（表2）。

表2　場内におけるハダニ頸寄生状況（1997年）

品　　種　　調査枝数　組成幼虫　寄生枝率収穫
（本）　寄生数（頑）（％）

キャンベル・アーリー

竜宝
ノースレッド

ノースプラッタ

ポートランド

スチューベン

20　　　　　　0　　　　　0

10　　　　　346　　　　100

10　　　　　　51

10　　　　　101

10　　　　　18

5　　　1，262

0
　
0
　
0
　
0

7
　
5
　
4
－
0

了
7
7
7
7
7

終
末
終
終
終
末

注．調査日：1997年10月17日　場内における見取り調査

（2）果房への寄生

‘スチューベン，の収穫時期である10月17日の調査では

■キャンベル・7－リー’には寄生がなく，■スチューペ

ン，で収穫物の77％に寄生が見られた。寄生による果房の

変形や変色，果実のさびは認められず，果房の外観からで

は寄生の有無は確認できなかった。しかし，果房を分離す

ると果房内の果梗や果実に体色が橙色になった越冬雌虫が

付着していた。

は）発生種の同定

場内から採取し．飼育した個体を農林水産省果樹試験場

リンゴ支場の坂神虫害研究室長に同定を依頼したところ，

ナミハダニ（rerα几ツCん混ざ〟rdcαe Koch）と同定され

た。

以上のことから露地栽培のブドウに発生したハダニ規は

ナミハダニであることが明らかになった。なかでも，‘ス

チューベンー　と‘竜宝’，は生育期の糞への寄生が他の品

種より顕著に見られ　ナミハダニの寄生は品種間に差異が

あることが示唆された。ナミハダニの越冬雌虫は北海道で

は9月上旬1），岩手県では9月中旬2）から出現し始めるこ

とが知られている。したがって，ナミハダニは，収穫が10

月上旬になる‘スチューベン’の果房内へ．越冬するため

に侵入すると考えられた。‘スチューベン，以外の品種は

越冬雌虫が出現する頃に収穫はほぼ終了するので，果房内

への侵入は起こらないと推察された。

病害虫の加害で減収や障害黒による品質低下が生じたと

さに被害が発生したとされていたが，ナミハダニの寄生に

より枝，葉及び果房には変形，変色及びさび果など直接的

な加害が認められず，これまでの観点では「被害はない」

とされるる。しかし，◆スチューベン’の果房内に侵入し，

濃紫色の果実や緑色の果梗に付着した橙色の越冬雌虫は食

品への混入異物による不快感（消費者サイドの衛生的被害）

及び商品価値の喪失．メーカー・製品のイメージダウン

（メーカーサイドの経済的被害）3）に相当する被害と考え

られた。

特に‘スチューベン，は収穫時にナミハダニが寄生して

いる果房でも外見上被害は見られないまま0℃に所蔵され

翌年1月まで販売が行われる。この貯蔵期間中にナミハダ

ニは越冬態のままで過ごすと推察され，出荷後の流通や消

費段階で寄生が発見されると考えられた。したがって，露

地栽培のぶどうにおけるナミハダニの被害は，果房内へ付

着することにより消費者の感情を損ね，市場評価を低下さ

せ，商品の信用を失うものと考えられた。

4　ま　　と　　め

露地栽培の　■キャンベル・アーリー▼　以外のブドウで，

生育中の薫にナミハダニの寄生が認められたが，葉や結果

枝の変色や変形などの被害は発生しなかった。

収穫時期が10月中旬になる露地栽培の‘スチューベン’の

果房内にナミハダニの越冬雌虫が侵入し，外観から寄生は

確認されないが，果梗や果実に付着していた。

一スチューベン’は貯蔵後翌年1月まで出荷が行われる

のでナミハダニは流通や消費の段階で発見され，消費者に

不快感を与えたり，市場評価を低下させることが想定され

る。
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